CEReS Newsletter No.151, June 2018 by 千葉大学環境リモートセンシング研究センター & Chiba University. Center for Environmental Remote Sensing : CEReS
 
CEReS 
Newsletter No. 151 
Center for Environmental Remote 
Sensing, Chiba University, Japan 
千葉大学環境リモートセンシング研究 
センター ニュースレター 2018 年 6 月 
発行：環境リモートセンシング研究センター 
（本号の編集担当：市井和仁） 
住所：〒263-8522 千葉市稲毛区弥生町 1-33 
Tel: 043-290-3832      Fax: 043-290-3857 
URL: http://www.cr.chiba-u.jp/ 
 
■■ 衛星データを題材に、中学生に AI リテラシーを ■■ 
～ 植生による二酸化炭素吸収量の推定を通じて ～ 
 
平成 30 年 5 月、千葉大学教育学部附属中学校にて 7 名の中学 3 年生を対象に「AI について学ぶ」授
業実践を行いました。本授業実践は、CEReS の市井和仁教授、千葉大学教育学部の藤川大祐教授が連携
し実施したものです。千葉大学教育学部附属中学校に設置された選択科目における数学（希望生徒 7 名
が参加）の授業時間にて行われ、授業内容については講師を務めた筆者（教育学研究科・佐藤頌太）を
中心とした複数の大学院生が開発を行い、専門家として市井教授からも説明や資料提供などを頂きまし
た。 
 千葉大学教育学部藤川研究室では、情報化社会に対応した授業実践の開発を目指しており、本授業実
践では「AI リテラシー」の育成を図る授業実践の一環として、衛星データを活用しました。 
 機械学習のように、普段の授業では
扱うことがない技術について扱う際に
は、これまで生徒が学習してきた教科
や身の回りの事柄に関連した内容に対
応させるなど、授業を工夫する必要が
あります。今回活用した衛星データや
リモートセンシング技術は、小・中学
校における理科（地球温暖化や植物、
光合成など）や中学校における地理（気
候区分など）などと密接に関連してお
り、生徒の興味関心を引き出す題材と
して非常に適していました。 
 実際の授業では、機械学習をはじめ
とする人工知能についての基礎を学ん
だ後、植生による二酸化炭素吸収量を推定する機械学習ツールの製作に向けて、主に「どのようなデー
タを機械学習させればよいか」について、生徒主体で議論させました。授業後には、生徒から機械学習
についての高い関心度が伺えるアンケート結果が得られ、また授業後に衛星や植物について積極的に質
問に来る生徒がいたりと、リモートセンシング技術に対しても高い関心を持つ生徒もいました。 
 本プロジェクトで明らかとなった有効性の一つに、衛星データの学校教育利用の可能性について効果
があったことも含まれます。今後は、学会における研究報告を実施するとともに、衛星データの活用を
学校教育に広めるべく、新たな授業開発を目指していく予定です。 
（筆者：教育学研究科・・修士２年・・佐藤頌太） 
 
授業実践中の筆者（左）と市井和仁教授（右） 
■■■■ 近藤雅征特任助教による最新の研究報告 ■■■■ 
～ 陸域生態系による大気 CO2増加の緩和プロセスに新たな理解 ～ 
 
平成 30 年 5 月 16 日、当センター近藤雅征特任助教が率いる国際研
究グループ（千葉大学、海洋研究開発機構）は西千葉キャンパス松韻
会館にて合同研究報告会見を行いました。かねてより取り組んでいる
全球を対象とした陸域炭素収支のシミュレーション解析から、陸域の
二酸化炭素（以下、CO2）の吸収量が 2000 年代において過去 100 年
間で最大となったことを明らかにしました。この主要な原因の一つが、
過去の大規模な土地利用変化から回復した植生に起因しており、特に
アメリカ、ヨーロッパ諸国、中国の植生が現在において大気 CO2の大
きな吸収源になっていることを検出しました。 
本研究は、植生の再成長による CO2吸収量を全球で定量化した世界
で初めての事例であり、近年の地球温暖化に関連した炭素循環プロセ
スの理解において重要な役割を担うと期待されます。 
本研究結果は「Geophysical Research Letters」（AGU Publication）2018 年 5 月 17 日版に掲載されました。 
 
 
 
 
 
 
 
■■■ 第 15 回アジア・オセアニア地球科学学会開催 ■■■ 
～ 近藤特任助教、楊特任助教らが国際セッションを主催 ～ 
 
 第 15 回アジア・オセアニア地球科学学会（Asia Oceania Geosciences Society: AOGS）が 6 月 3～8
日にかけてハワイで開催されました。AOGS は、2003 年に発足し、地球科学に関わる分野（大気科学、
地質学、海洋学、惑星科学、陸域生態学など）を広く扱い、アジア・オセアニアの研究者が中心となっ
て発展させてきた学会です。 
今年の AOGS では、CEReS から近藤雅征特任助
教、楊偉特任助教がそれぞれセッションを主催し、
国内外（日本、アメリカ、中国、イギリス、韓国、 
イタリア、フィリピンなど）の参加者から 25 件の
口頭発表、12 件のポスター発表を募ることができま
した。近藤雅征特任助教のセッション（題名：Current 
Status of Terrestrial Carbon Budget and Process 
Understanding）では、近年の二酸化炭素排出量の把
握において様々な地域における物質循環研究から、
モデルやリモートセンシングを用いた炭素循環研究まで、幅広い研究成果が紹介されました。また、楊
特任助教のセッション（題名：Remote Sensing of Essential Climate Variables and Its Applications）では、リ
モートセンシングを通じた気候変動の把握、森林、農地、湖沼や都市の環境変動など、さまざまな研究
が紹介され、活発な議論が行われました。その他、CEReS から３件の口頭発表（市井教授 1 件、近藤
特任助教 1 件、楊 1 件）が行われ、当センターの国際的な認知に貢献したと思います。 
 今回のように国際学会でセッションを主催することは、研究分野の活性化を促し、また、CEReS が
国際的に認知されることにつながります。従って、今後も積極的にこのような活動を継続することが重
要です。来年度の第 16 回 AOGS は 8 月上旬にシンガポールで開催させることが決まっており、多くの
参加者が募ると期待されています。近藤特任助教、楊は引き続き来年度の AOGS にてセッションを開
催することを予定しており、センター関係者の積極的な参加も見込まれます。 
（文責：楊 偉） 
■ 文部科学省学術研究助成課一行、CEReS 視察 ■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
 
6 月 15 日に文部科学省学術研究助成課の皆様が当大学ハドロン宇宙国際研究センターと私どものセ
ンター (CEReS) を視察されました。久世センター長から共同利用・共同研究拠点の活動状況及び研究
紹介の一端として気象静止衛星ひまわり８号画像、合成開口レーダー搭載小型衛星開発（金メッキメッ
シュアンテナ）および同レーダー地上局システム等の施設の現場説明、また本郷准教授からは現在取組
み中の SATREPS 事業紹介等、短い時間での視察でしたがこのような機会はとても貴重です。 
 
 
 
 
 
 
AOGS 2018 の開催広告及び現場の様子 
金メッキメッシュアンテナの説
明をする久世センター長 屋上のレーダー地上局システム見学 SATREPS 事業の紹介をする本郷准教授 
